
注意！
この先の説明は、特にエビデンスの無い、私、個人の意見です。

（念のため。）



AIが世界を変える
古くはグーテンベルグの活版印刷から始まり、テクノロジーの
進化は…

・1990年代 携帯電話

・2000年代 パソコン＆インターネット

・2010年代 iPhone＆スマートフォン

・2020年代 生成AI

AIが与える影響には、良い面と悪い面があります。

光が強いほど社会に与える衝撃も大きく「影」も強くなります。



AIの危険性

①AIによるニセ情報の拡散。
画像,動画,音楽…コンテンツ全てにAIが関わる。

②AIとの共依存
あらゆる面でサポート役のAIが身近になる。
AIによる無意識のコントロール

③AIを組み込んだシステムの障害
ターミネーター２の「スカイネット」

④シンギュラリティ
AIの進化人がついていけなくなる恐怖。



AIによるニセ情報の拡散

ニセ医師の動画（youtube）

←TVで法律違反と紹介

「薄毛で悩む人必見！
91歳の医師が教える“洗う前後
のひと手間”が運命を変える」
https://youtu.be/s4mbrfk17su?si=pixfj9nzrfivootn

本当に実在する人間とは限らない。
（チャットしている相手がAIだった．．．Orz）

https://youtu.be/s4mbrFK17SU?si=PixFj9nZrFivOOtn


AIによるニセ情報の拡散

・スマホの向こうにいるのはAIかも知れない。

むしろ、AIの可能性が高い。

・その情報は正しいのか？

AIを使った情報操作に騙されない見識を持つ必要がある。



AIとの共依存

・AIは将棋で(おそらく)藤井壮太さんに勝つ可能性がある。

・AIは大学入試問題で高得点を取る事ができる。

・AIは源氏物語やシェークスピアを暗唱する事もできる。

・AIはあらゆる言語で世界中の情報を集めて記憶している。

人間は既に知識ではAIに敵わない。
AIに依存する可能性←スマホ依存は既に始まっています。



AIが世界を変える

・常識的・歴史的な知識が無い。

→誰かのポジショントークに騙されて、
あっさりカモにされる。

・既に知識ではAIに敵わない（AIに依存する可能性）

→「人間としての強み・価値は何か？」



AIが世界を変える。まとめ
AIによる脅威から、自分の価値（尊厳）を守るということは、
他人の尊厳も守らなければいけない。＝倫理観を持つ。

一部のテクノ・リバタリアンのように、テクノロジーで自己の自
我と利益のみを優先させる社会は、一部の大富豪が支配する
ディストピアになる可能性があります。

「AIを理解し、使いこなす。AIに支配されない。」

「倫理観を持ち、自分で判断する。」
が、問われる時代になります。



ご清聴ありがとうございました。

情報化を楽しむ会（奥野、中村、上遠野）

講座終了後のアンケート回答をお願いします。
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